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置戸町鹿ノ子ダムの左岸の斜面には永久凍土が存在していたが，1990 年までには衰退したと考えられて

いる．当時の年平均気温は約 4~5℃で，気温に対して異常に地温が低いことが指摘されていた．この理由と

して風穴の存在が挙げられている．この斜面で 10 m 深までの地温測定を行い，通常の 1 次元熱伝導とは異

なる季節的な地温変化が生じていることが明らかになった． 

 

１．はじめに 

 置戸町鹿ノ子ダムの左岸の斜面では，永久凍土

が存在していたが，1990 年までには衰退したと

考えられている 1,2)．ここでは年平均気温約 4~5℃

という気温に対して異常に地温が低いことが指

摘されていたが，風穴が存在するために 3,4)，低

温環境が維持されているものと推察されている
5)．これまで掘削孔 A 地点で 4 深度の地温観測を

行い，1990 年以降も年によっては越年性凍土が

存在したこと等が明らかにされた 5,6)．しかし，

この掘削孔での観測が近年困難になってきた 6)．

そこでより斜面の上方にある掘削孔 B 地点にお

いて 8 深度で地温を測定し，より詳細な地温分布

が明らかになった． 

 

２．観測方法 

掘削孔B地点において 2時間おきに 1,2,3,4,5,6, 

8,10m 深さの地温を Onset 社 Hobo U-12 を用いて

観測した．また気温と斜面下方の風穴の温度をテ

イアンドデイ社おんどとり Jr. TR-52 を用いて 1 

          図１ 調査地点の概要 

時間おきに測定した．掘削孔 A,B と風穴は同じ

断面上にあるのではなく（図１），掘削孔 A，風

穴，掘削孔 B の順に東から西の方向にそれぞれ

約 5m 離れている．斜面表面付近は空隙の多い崖

錐堆積物で，その下位の凝灰岩には亀裂の存在が

報告されており，風穴の存在とともに地中に空気

の動きがあることが示唆される 2)． 

 

３．結果と考察 

2021 年の結果について，まず気温と風穴温度

をみる（図２）．この年の年平均気温は 5.8℃で，

風穴温度は-1.5℃であった．風穴温度は 10 月か

ら 4 月にかけては，最低気温に沿うような日変動

を示し，5 月から 10 月にかけては 0℃付近から余

り日変動はせずにゆっくり上昇する．地温の年平

均値は浅い方から順に，0.3，0.6，1.4，2.2，2.4，

2.5，2.8，2.9℃であった．1，2 m 深では風穴の温

度変化に似た変動を示し，5 月頃から 9 月頃にか

けて 0℃付近に地温が留まっている（図３）．こ

の期間は氷が融解しきらずに存在していたと考

 

図２ 気温と風穴温度 2021 年 
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図３ 掘削孔 B における地温変化 1 2021 年 

 

図４ 掘削孔 Bにおける地温変化 2 2021 年 

 

図５ 気温と掘削孔 Bにおける地温変化 2021 年 

 

図６ 掘削孔 Bにおける地温変化 2016-2017 年 

   矢印は年最高最低地温の出現時期を示す 

えられる．斜面下方の風穴よりも遅い時期まで凍

土が存在したということは興味深い． 

 8 月上旬の気温の低下の影響が，1，2 m 深の地

温変化に見られないが，3，4，5，6 m 深の地温に

は現れている（図３，４）．このことから，地下

3m 以深には地表からの伝導によるだけではない

熱の伝達があることが判る．また 3，4，5 m の地

温の短周期の変動が気温の上下動の変動と同調

しており，中でも 4 m 深の変化が気温の変化と最

もよく同調している（図５）．したがって，4 m 深

付近に風穴と関連する空気の通路の存在が示唆

される．深度 8，10 m では地温の日変化はみられ

ない．8 m よりも 10 m 深で年最高地温が出現す

る時期は遅れているが，年最低地温はほぼ同じ時

期に現れる（図６）．地中の亀裂等を通して冷気

が下方に伝わるような現象が生じているのかも

しれない． 
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